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そこには何があるのだろう。

そこにはどんな人が暮らしているのだろう。

どんなしあわせや、どんなほんとうがあるのだろう。

本作はクリエイテイプディレクター、エッセイストなど様々な

肩書きを持つ松浦弥太郎が初めて監督した劇場用映画。 2011 年

に著した旅にまつわる自伝的エッセイ集「場所はいつも旅先だっ

た」と同名のクイトルながら、内容は映画オリジナルで一本の

ドキュメンクリーとして新たに生まれ変わった。ロケ地に選ん

だのは、サンフランシスコ（アメリカ）、シギリア（スリランカ）、

マルセイユ（フランス）、メルポルン（オーストラリア）、台北・

台南（台湾）の世界 5 カ国・ 6 都市。いずれも「現地の人々の日

常の営みを感じられる」からと、撮影は主に早朝と深夜に行った。

旅先での数々の出会いとかけがえのない日々を、飾らない言葉

でひとつひとつ綴るエッセイ集のような作品が誕生した。朗読

で脚本家・演出家の小林賢太郎が参加し、主題歌にはアン・サリー

による「あたらしい朝」が使用されている。

クラウドファンディング実施中，
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詳しくは公式 HP

をご覧ください 瓢

カリカリに焼けたベーコン

野を裸足で歩く親子

ディープな儀式

道ばたの野良犬

旅が日常だったわたしにとっては

なんだかとても懐かしく

旅することが難しくなった

今のわたしにとっては恋しく感じる。

映像からにじみ出る

そこに暮らすひとの感情、

みずみずしい湿度、スパイシーな匂いを

思いだし、旅を体感できる。

そんな 78 分の心の旅を

堪能させてもらいました。
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